
大東市パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱 

 

令和元年１２月４日   

要 綱 第 ３ ９ 号   

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、大東市人権尊重のまちづくり条例（平成１３年条例第２３号）に掲

げるすべての人の人権尊重の理念に基づき、市民一人ひとりの人権が大切にされ、多様

性を認め合い、誰もが自分らしく暮らせる社会をめざし、パートナーシップ関係にある

者がその自由な意思により行うパートナーシップの宣誓の取扱いについて必要な事項を

定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において「パートナーシップ関係」とは、互いをその人生のパートナー

として、日常生活において継続的に同居すること及び相互に協力し合うことを約した２

者の関係であり、その一方又は双方が性的少数者であるものをいう。 

２ この要綱において「性的少数者」とは、性的指向が必ずしも異性愛のみでない者又は

性自認が生物学的性別と異なる者をいう。 

３ この要綱において「パートナーシップの宣誓」とは、パートナーシップ関係であるこ

とを市長に対して宣誓することをいう。 

４ この要綱において、「連携自治体」とは、本市とパートナーシップ宣誓制度の自治体間

連携に関する協定を締結している自治体をいう。 

（宣誓の要件） 

第３条 パートナーシップの宣誓（以下「宣誓」という。）をしようとするパートナーシッ

プ関係にある者は、次に掲げる要件の全てを満たす者でなければならない。 

(1) 双方が成年に達していること。 

(2) 双方が市内に住所を有していること。 

(3) 双方に配偶者がいないこと又は宣誓者以外の者とパートナーシップ関係にないこと。 

(4) 双方が民法（明治２９年法律第８９号）第７３４条及び第７３５条の規定により婚

姻をすることができないこととされている者でないこと。 

（宣誓の方法） 



 

第４条 宣誓は、宣誓をしようとするパートナーシップ関係にある者が市職員の面前にお

いて、大東市パートナーシップ宣誓書（様式第１号。以下「宣誓書」という。）に自ら記

入し、市長に提出するものとする。 

２ 宣誓書には、パートナーシップ関係にある者の住民票の写し、住民票記載事項証明書

その他の本市に居住していることを証明する書類及び現に婚姻をしていないことを証明

する書類を添付しなければならない。 

３ 宣誓をしようとするパートナーシップ関係にある者は、宣誓をする日時等について事

前に市と調整するものとする。 

４ 宣誓は、市長が指定する場所において行うものとする。 

５ パートナーシップ関係にある者の一方又は双方が宣誓書に自ら記入することができな

いときは、当該パートナーシップ関係にある者の立会いのもとで、他の者に代書させる

ことができるものとする。 

（連携自治体の制度との相互連携を図る場合の取扱い） 

第４条の２ 連携自治体から本市に転入した者のうち、連携自治体において宣誓に係る受

領証の交付を受けているパートナーシップ関係にあるものが、本市においても宣誓をし

ようとするときは、大東市パートナーシップ宣誓継続申告書（様式第１号の２。以下こ

の条において「申告書」という。）に自ら記入し、市長に提出するものとする。この場合

において、市長は、当該申告書の提出をもって、宣誓書が提出されたものとみなす。 

２ 前条第２項から第５項までの規定は、申告書の提出について準用する。この場合にお

いて、同条第２項中「現に婚姻をしていないことを証明する書類」とあるのは「連携自

治体において交付を受けた宣誓に係る受領証」と読み替えるものとする。 

３ 市長は、第１項の規定による申告書の提出があったときは、遅滞なく転出元である連

携自治体にその旨を通知するものとする。 

（本人確認） 

第５条 市長は、パートナーシップ関係にある者が本人であることを確認するため、当該

パートナーシップ関係にある者に対し、次に掲げる書類のいずれかの提示を求めるもの

とする。 

(1) 個人番号カード 

(2) 旅券 

(3) 運転免許証 



 

(4) 前３号に掲げるもののほか、官公署が発行した免許証、許可証、登録証明書等であ

って、本人の顔写真が貼付されたもの 

（5）その他前各号に掲げる書類に類するものとして市長が適当と認める書類 

（受領書等の交付） 

第６条 市長は、提出のあった宣誓書、添付書類等を確認し、適切であると認めたときは、

当該パートナーシップ関係にある者に対し、大東市パートナーシップ宣誓書受領書（様

式第２号。以下「受領書」という。）１通及び大東市パートナーシップ宣誓書受領証（様

式第３号。以下「受領証」という。）２通を宣誓書の写しを添えて交付するものとする。 

（通称の使用） 

第７条 パートナーシップの宣誓をしようとする者は、氏名を使用し難い市長が認める特

別の事由がある場合は、宣誓書について氏名に代えて通称（氏名以外の呼称であって、

社会生活上通用していると認められるものをいう。）を使用することができるものとす

る。この場合において、前条に規定する受領書及び受領証（以下「受領書等」という。）

には、氏名に代えて当該通称を記載するものとする。 

（受領書等の再交付） 

第８条 受領書等の交付を受けた者は、当該受領書等の紛失、毀損等の事情により当該受

領書等の再交付を希望するときは、第１０条の規定により、宣誓書が保存されている場

合に限り、大東市パートナーシップ宣誓書受領書等再交付申請書（様式第４号）により

申請することができる。 

２ 前項の規定による申請があったときは、市長は受領書等を再交付するものとする。 

（受領書等の返還） 

第９条 受領書等の交付を受けた者は、次に掲げる場合のいずれかに該当するときは、大

東市パートナーシップ宣誓書受領書等返還届（様式第５号）に当該受領書等を添付し、

市長に届け出なければならない。 

(1) パートナーシップ関係が解消されたとき。 

(2) 一方が死亡したとき。 

(3) 一方又は双方が市外に転出したとき。 

（宣誓書の保存） 

第１０条 市長は、宣誓書を１０年間保存するものとする。ただし、前条の規定により、

受領書等の返還を受けた場合は当該宣誓書を廃棄するものとする。 



 

（補則） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、宣誓の取扱いに関し必要な事項は、市長が別に

定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和元年１２月４日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年９月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

様式第１号（第４条関係） 

 

 

 

 

大東市パートナーシップ宣誓書 

 

私たち         と         は、大東市パートナーシップの宣誓の

取扱いに関する要綱第４条第１項の規定により、互いをその人生のパートナーと宣誓し、

署名します。 

 

年  月  日 

 

住所                            

氏名                            

 

住所                            

氏名                            

 

［代書者］ 住所                            

氏名                                                       

 

 

 

 



 

 

様式第１号の２（第４条の２関係） 

 

大東市パートナーシップ宣誓継続申告書 

 

年  月  日 

 

（宛先）大東市長 

 

 私たち           と           は、本市に転入前の連携自治

体においてパートナーシップ宣誓書を提出し、パートナーシップ宣誓書受領証の交付を受

けたこと及び引き続き現在も互いをその人生のパートナーとしていることを大東市パート

ナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱第４条の２第１項の規定により、申告します。 

 なお、この申告書の提出があったことについて、転出元である連携自治体に通知するこ

とに同意します。 

 

フ リ ガ ナ   

氏 名 
  

生 年 月 日 年  月  日 年  月  日 

前 住 所 
  

現 住 所 
  

当初の宣誓 

書の提出日 
年  月  日 

要 件 
 □ 一方又は双方が性的少数者である。 

 □ 双方が養子縁組の関係にない。 

 

 



 

 

様式第２号（第６条関係） 

（表） 

 

大東市パートナーシップ宣誓書受領書 

 

 

 

お二人から、大東市パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱に基づき、宣誓書の

提出がありましたので、ここに受領書を交付します。 

これからの人生をお互いに支え合い歩まれる、お二人のご多幸を祈念します。 

  

大東市は、市民一人ひとりの人権が大切にされ、多様性を認め合い、誰もが自分らしく

暮らせる「あふれる笑顔 幸せのまち大東づくり」を推進しています。 

 

今後とも、お二人が大東市でいきいきと活躍されますことを期待します。 

 

 

                様 

 

                様 

 

 

年  月  日 

 

 大東市長        

          

 

 

 



 

 

（裏） 

 

～宣誓を行ったお二人へ～ 

 

 

○ 受領書等を紛失、毀損等をした場合には、宣誓書が保存されている場合に限り、大東

市パートナーシップ受領書等再交付申請書（様式第４号）により、再交付の申請をする

ことができます。 

 

○ 次に掲げる場合のいずれかに該当するときは、大東市パートナーシップ受領書等返還

届（様式第５号）に受領書等を添付し、市長に届け出てください。 

 (1) パートナーシップ関係（※）が解消されたとき。 

(2) 一方が死亡したとき。 

 (3) 一方又は双方が市外に転出したとき。 

  

※ パートナーシップ関係とは、互いをその人生のパートナーとして、日常生活において

継続的に同居し相互に協力し合うことを約した２者の関係であり、その一方又は双方

が性的少数者であるものをいいます。 

 

○ 宣誓書の保存期間は１０年間です。ただし、受領書等の返還を受けた場合は当該宣誓

書を廃棄します。 

 

 

 

 

 

 

 

  



様式第３号（第６条関係） 

 

（表） 

大東市パートナーシップ宣誓書受領証 

お二人から、大東市パートナーシップの宣誓の取扱いに関

する要綱に基づき、宣誓書の提出がありましたので、ここに

受領証を交付します。 

これからの人生をお互いに支え合い歩まれるお二人のご多

幸を祈念します。 

 

様      様 

  年  月  日 

大 東 市 長 

 

（裏） 

【宣誓をされたお二人へ】 

○ 大東市は、市民一人ひとりの人権が大切にされ、多様性

を認め合い、誰もが自分らしく暮らせる「あふれる笑顔 

幸せのまち大東づくり」を推進しています。今後ともお二

人が大東市でいきいきと活躍されますことを期待します。 

○ この受領証は、宣誓書の保存期間中において有効です。 
                            
※ この受領証の提示を受けられた方は、上記の趣旨を十分

にご理解くださいますようお願いいたします。 

大東市        ☎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公
印 



様式第４号（第８条関係） 

 

 

大東市パートナーシップ宣誓書受領書等再交付申請書 

 

大東市パートナーシップ宣誓書受領書等の再交付を受けたいので、大東市パートナーシ

ップの宣誓の取扱いに関する要綱第８条第１項の規定により、申請します。 

 

 再交付を希望する理由（いずれかに○をしてください。） 

 (1) 紛失 

 (2) 毀損 

 (3) その他（              ） 

 

再交付を希望するもの（いずれかに○をしてください。） 

(1) 大東市パートナーシップ宣誓書受領書 

(2) 大東市パートナーシップ宣誓書受領証   通 

 

 

年  月  日 

  申請者  氏名                  

住所                  

 

氏名                  

住所                  

 

 

 

 

 

 



 

様式第５号（第９条関係） 

 

 

大東市パートナーシップ宣誓書受領書等返還届 

 

大東市パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱第９条の規定により、受領書等を

返還します。 

 

返還の理由（いずれかに○をしてください。） 

(1) パートナーシップの解消     （解消日   年  月  日） 

 (2) 死亡              （死亡した者の氏名           ） 

（死亡日   年  月  日） 

 (3) 大東市からの転出        （転出した者の氏名           ） 

（転出日   年  月  日） 

 

返還するもの 

(1) 大東市パートナーシップ宣誓書受領書 １通 

(2) 大東市パートナーシップ宣誓書受領証 ２通 

（                       ） 

年  月  日 

届出者  氏名                  

住所                  

 

宣誓者  氏名                  

氏名                  

 

 

 

 


